
評価システムの支援 
 

自己評価のための評価システムとして、英語教師用と生徒用を作成しています。以下は、そ
の一部を示しています。 
 
英語教師用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生徒用 
 
英語学習者の一般的な英語力を測定する方法としては、GTEC、TOEFL、TEAP、英検、
IELTS、TOEIC をはじめ数多くのテストが存在します。しかし、英語学習者の立場からす
ると、これらのテストで何点とか何級という結果だけでなく、総合的な観点から自分の英語
力の立ち位置――どこが強く、どこが弱いかの全体像――を知ることが、学習上大切な指標
になるはずです。そこで必要となるのが、学習者が自分の英語力を多面的に自己評価するこ
とができる仕組みです。 
 
そこで、学習者が自らの英語力を自己評価するための問診票を開発しました。内容的には、
以下の 9つの観点から７２項目の設問を設けています。 
 

 

 

 

Sample 



1. 心理的要因（7 項目） 
2. 母語の影響（5 項目） 
3. 英語の基本的な知識（7項目） 
4. 英語の運用能力（20 項目） 
5. コミュニケーション方略（9項目） 

6. 発音力（４項目） 
7. 語彙力（４項目） 
8. 文法力（11 項目） 
9. 学習に対する態度（5項目） 

 
ここで取り上げた設問の多くは、第二言語習得研究の知見を反映させる形で作成したもの
です。１年に１度あるいは２度、自己評価することを勧めます。以下は「心理的な要因」に
含まれる項目の例です。 

 
①【心理的な要因】 

ネイティブと話していても、緊張することはない。 
 
No   1     2     3     4     5     6     7   Yes 
 
2. 英語で自分の思いを積極的に表現したいと思う。 
 
No   1     2     3     4     5     6     7   Yes 
 
3. 英語で話すことは楽しい。 
 
No   1     2     3     4     5     6     7   Yes 
 
4. 英語を話す機会があれば、いつでも進んで話してみたいと思う。 
 
No   1     2     3     4     5     6     7   Yes 

 

 

 

Sample 


